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新開
崩月
舎か I .，. 
でら 亀岡

」に
別
引
っ

し

暗
く
、
関
い
部
濠
官
、
仕
分

せ
を
す
る
職
員
。
軒
目
同
舎

へ
の
引
っ
越
「
い
は
四
月

の
話
題

専
j

担
停

の茶



設
い
、
山
身
障
害
者
(
児
童
)
の
人
数
回
以
下
の
人
四
月
の
一
一
頭
に
分
け
て
支
給
)
沼
蜜
壱
一
揖
督
し
て
い
る
人
が
受
け
ら

あ
る
い
は
そ
の
保
護
者
、
校
関
や
交
マ
支
給
鋼
年
額
一
万
八
千
円
(
七
月
マ
申
請
・
申
請
さ
れ
た
月
よ
り
玄
給
れ
る
。

連
禍
な
ど
で
(
t

慮
の
事
故
で
夫
を
な
く
+
一
月
、
三
月
の
三
郊
に
支
給
)
{
特
劉
児
襲
扶
護
手
当
}
重
度
の
精
マ
対
象
・
菰
語
教
育
終
了
以
前
の
児

し
間
組
事
告
聾
胃
し
て
い
る
人

ζ
う
マ
申
請

-E41六
件
四
月
一
川
口
か
ら
神
常
弱
局
、
身
母
障
皆
同
児
の
生
活
向
輩
、
ま
た
知
議
お
く
れ
、
者
悼
の

し
た
人
々
の
た
め
に
次
の
よ
う
な
制
問
、
四
月
三
十
日
ま
で
。
上
を
ね
が
っ
て
、
笛
か
ら
扶
養
一
血
豆
諸
京
自
函
な
二
十
揖
未
満
の
忠
重

度
が
あ
る
J

[

特
別
児
露
福
祉
事
議
こ
の
制
度
が
受
付
ら
か
也
制
度
で
、
両
親
ま
た
マ
月
額
・
児
叢
一
人
一
一
千
六
百
円
/

門
群
宅
議
後
障
害
番
手
当
}
と
の
手
は
精
神
ま
た
は
尋
泳
に
重
度
の
燦
容
は
尚
揺
が
わ
り
の
人
が
受
け
ら
れ
る
一
天
以
上
一
人
増
す
ご
と
に
西
宮

当
は
家
庭
内
で
出
謎
さ
れ
て
い
三
皐
草
が
あ
る
氾
濠
の
撞
祉
の
向
上
を
は
か
ヤ
対
象
・
初
議
未
満
月
加
え
た
額

い

身

障

障

害

の

あ

(

註

)

な

お

、

特

夫

、

精

害

時

理

フ

う

一

時

闘

争

L
醇

「

詰

ヰ

別

児

童

議

室

主

妥

結

す

る

耕

ト

J
，

OJ密
議

官

都

ヰ

ゴ

週

一

一

と

…

児

塁

手

当

制
度
で
、
市
内
に

a
i露
目

司

d
司

J
4
4
1
τ
』

;

:

に

つ

い

て

は

次

の

現

在

、

斗

ぺ

百

七

人

王

守

Z

A

M

同F
U

人
は
除
か
れ
る
o

の

人

た

ち

が

語

い

ま

す

く

芋

鏡

舎

を

自

堅

金

や

し
て
い
る
o
こ
の

1
1
4

骨

厚

往

年

金

-

殿

給

歪
ヨ
の
受
給
資
格
の
あ
る
人
は
い
ま
る
た
め
、
平
吹
市
が
狗
自
に
説
け
た
マ
月
間
竿
一
一
平
六
百
円
(
五
月
、
九
な
ど
の
公
安
-
一
告
を
受
け
ら
れ
る

す
ぐ
手
続
き
し
を
、
ま
た
、
そ
婦
中
の
制
度
で
あ
る
b

手
当
は
、
二
十
歳
ま
丹
、
一
月
の
一
一
一
期
に
分
け
支
給
)
人
。
@
申
請
の
前
年
の
収
大
が
一

人
も
継
続
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
o

で
の
障
害
児
を
糞
育
し
て
い
る
保
護
マ
申
請
・
申
請
さ
れ
た
次
の
月
か
ら
定
額
以
上
の
人
。
ま
た
、
受
給
中

マ
対
設
者
昭
和
四
十
六

aー
一
四
月
一
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
o
な

支

給

。

の

人

H
E
ハ
月
十
氷
河
口
ま
で
に
所
揮
状

日
現
在
で
県
内
に
一
年
以
上
住
ん
担
、
福
祉
施
設
に
千
八
所
し
て
い
る
と
完
議
挟
撃
哀
〕
己
室
当
は
、
祝
[
届
出
の
た
め
、
重

tr丙
緩
や
ど

で
い
る
在
宅
の
次
の
陸
宮
部
品
る
支
給
さ
れ
な
い
G

死
別
し
た
り
、
離
唱
な
ど
の
事
告
で
品
券
の
う
え
、
来
所
く
だ
さ
い
。

入
。
①
つ
一
千
般
の
身
障
手
帳
を
マ
対
象
・
一
ニ
一
般
の
身
障
児
、
震
父
と
一
轄
に
生
活
を
し
て
い
な
い
家
〈
わ
し
い
こ
と
は
、
市
福
祉
事
務

も
つ
人
窃
知
能
婦
数
お
以
下
の
人
度
の
精
神
障
害
児
を
も
っ
雨
続
庭
、
父
が
身
障
障
害
や
長
期
の
病
気
所
保
譲
課
ま
で

(
T
E
E
n
-
一

③
一
一
緩
の
J
t
d

帳
所
持
者
で
知
総
括
マ
月
額
・
一
千
内
〈
八
月
、
+
一
一
月
中
の
家
庭
の
母
か
、
母
に
か
わ
っ
て
七

σO内
鶴
二
回
二
)

、捨
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と
ど
γυ
で
十
八
回
め
ゑ
迎
「
え
た
岡
山
削
の
新
斗
財
人

の
つ
ど
い
は
、
一
月
二
十
九
円
市
民
セ
ン
タ
・
ホ
i

ん
に
約
一
千
三
百
人
の
市
民
が
容
加
、
現
代
の
蹄
人

の
笠
き
万
と
教
建
問
拐
を
良
部
、
市
歌
の
入
門
炉
℃

蒋
品
~
あ
け
た
。

つ
ど
い
は
、
市
内
八
つ
の
婦
人
間
体
に
よ
る
N
U知

人
安
定
〆
の
置
が
力
強
く
町
L
表
さ
れ
、
つ
む
つ
い

て、

N
H宜
青
木
一
雄
Y
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
「
し

あ
わ
せ
ぞ
ま
ね
く
話
し
万
」
の
講
演
。
午
按
は
、
山

内
の
邦
議
・
詩
時
・
コ
ー
ラ
ス

e
R踊
任
何
刊
の
に

好
者
グ
ル
ブ
に
よ
る
芸
能
発
表
も
華
や
か
に
民
聞

き
れ
購
入
の
管
散
あ
る
一
円
む
な
っ
た
。

十
品
母
で
は
特
託
、
現
代
踊
人
の
考
ス
て
い
る
こ
と

と
も
い
う
べ
き
掃
人
の
主
主
や
せ
収
録
し
た
。

い

な

れ

れ
々
、
私
た
ち
佐
佐
伯
学
校
で
話
し
合
か
り
で
す
。

っ
て
い
る
ぬ
建
の
中
か
ら
二
、
一
一
一
慨
を
良
い
お
米
や
野
楽
を
品

と
っ
て
、
み
な
さ
ん
と
考
え
て
み
た
い
が
必
要
だ
し
、
農
援
を
障

と
思
い
ま
す
。
戦
慢
の
貴
樹
難
時
代
と
た
外
見
の
よ
く
な
い
も
の

ち
が
い
、
食
べ
た
い
も
の
は
い
つ
で
も
と
な
る
と
、
持
費
者
め
持

ロ
児
で
き
る
時
代
忙
な
り
ま
し
た

Q

身
品
設
め
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

一
方
、
メ
ー
カ
ー
も
小
売
活
も
、
消
値
段
J

山口占
J

も
い
つ
の
ま
に
か
企
品
荒
波
の
自
調
印
さ
品

約
を
忘
れ
、
閣
利

き
や
外
見
、
口
あ
弘
議
畿
線
緩
綴
務
審
ア

た
り
の
よ
さ
に
ふ
弘
毅
鱗
綴
懇
警
!
種
多
一
京
都
機

り
ま
わ
注
れ
る
よ
麟
鱗
灘
轍
勝
一
ヨ
ー
一

!
 

う

に

な

っ

て

し

ま

議

議

離

と

持

〓

い
ま
す
。
お
せ
ち

4
患
遺
選
議
瀦
警

1

4

料

理

亭

品

別

に

と

っ

?

で
も
、
あ
く
ど
い
着
旬
、
必
欝
以
上
の
も
、
地
仕

保
押
収
棋
な
ど
食
品
に
つ
い
て
本
当
の
堅
物
を
し
、

安
よ
く
知
っ
て
特
く
必
要
が
あ
り
支

す。間以近、

還
の
舎
の
溶
融
ほ
思
う
』
摺
蓮
華
暗
の
奏
曲
高
・
加
瀬
轟
曹
，

z
m
(
式
〈
ら
拙
稚
園
母
の
金
)

鴎髪、

私
た
ち
岳
民
の
住
む
勉
域
内
陀
大
久
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
闘
が
あ
り
ま
す
。
ζ

の
公
鱈
は
町
で
の
ま
化
公
五
で
老
人
、
掃
入
、

一
化
推
進
聞
や
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
万
昨
と
が
殺
し
く
三
い
離
を
交
し
、
町

一
よ
り
一
白
と
十
五
日
陀
清
婦
が
行
る
こ
と
に
よ
り
連
帯
癒
識
が
強
ま
り
、

れ
て
い
主
9

が
、
中
央
に
あ
る
花
ひ
い
て
は
山
授
か
な
明
る
い
釦
づ
く
打

、
今
ゆ
云
三
者
人
が
黙
々
安
却
に
役
ロ
つ
も
の
と
仏
じ
ゅ
子
。

明
る
い
住
み
よ
い
舗
を



一
十
一
自
の
開
通
め
亨
む
て
張
緩
の
仕
上
げ
巳
は
い
る
八
幡
袋
宵
輔
円
以
掠
笠
込

市
檀
住
宅
と
し
て
は
初
め
て
の
五
階
だ
て
の
中
震
住
宅
・
四
月
一
日
に
入
居
す
る

d縛
3ン

四
γ五
万
引
良
も
埼
す
と
こ
ろ
あ
と
わ

ず
か
に
な
り
、
ま
ち
の
あ
ち
ζ
ち
で
芯

不
一
た
て
て
い
た
工
事
も
部
俊
の
仕
上
げ

に
は
い
り
、
市
民
に
そ
の
者
:
~
セ
見
せ
よ

22
じ
て
い
る
も
主
む
も
の
糸
口
う
と

八
蝿
須
賀
輯
一
一
品
樟
安
差
・
四
寸
一
年

ピ
若
手
し
た
才
一
事
も
、
い
よ
い
よ
一
一
一
月

一
一
~
十
一
日
に
開
通
す
ゐ
も
特
に
詐
唱
は

危
険
の
な
い
ス
ロ
ー
プ
式
で
安
全

ι通

行
で
き
る
。
こ
の
八
幡
翁
釘
静
は
一
一
月

五
huに
回
道
一
二
九
日
勺
婚
と
な
り
、
説

訟
の
-
ニ
ー
九
号
制
府
声
」
科
来
結

ιこ
と
に

TJる
も
工
事
費
六
信
一
一
↓
千
万
円

駅
前
地
平
ト
道
・
一
部
見
台
れ
て
い
た

開
会
わ
り
f的
い
も
と
れ
、
三
日
一
十

六
日
出
に
は
完
成
し
、
計
い
備
さ
れ
た
駅

前
広
治
か
在
埼
ず
る
。
出
下
通
は
商
品

任
弁
一
品
ぷ
安
全
な
造
的
問
と
し
て
別
閉
さ

ヲ

Q
C

平
揮
樺
車
場
抽
ケ
器
開
港
路
関

門
駅
前
か
一
円
相
問
問
忍
隈
本
一
一
結
ぶ
一
一
一

oohuの
問
ヰ
ル
セ
坦
自
転
車
道
・
グ

日
!
ン
ベ
ル
ト
‘
車
必
と
K
分
し
、
安

心
し
て
民
制
が
で
き
る
よ
う
に
乙
る
。

ま
た
、
南
口
釈
前
広
場
に
人
魚
の
保

町
民
ホ
が
で
き
括
払
と
と
も
に
、
FKJ酌

E
品
は
市
民
の
い
こ
い
の
場
b
F
F
m
る
だ

ろり
c

r
日
世
路
は
山
知
的
v
h

わぬと

公
民
館
と
保
育

園
を
定
期
監
査

問い合わせ

平塚市民生部公害課

(電)22 • 1700内線477

昨年8月から自動車の排気ガス中のco
濃度5.5%以下と規制されましたので、この

際ぜひ、あなたも調u定をうけ、きれい主空気
の平塚市にしましょう。@春のj相i菊平大撮影会φ :路サイズ:カラーカピ字以上

き:明 18日(日)午官官10-午後3時 i轍り先:平塚市浅閥均9-1(宇254)
i 平塚市銀光協会か市内カメラJ;!i

(雨天のときは4丹29日)
ころ:湖南平(当呂、議時パス増発) :。平塚風景観光写真コンクー

fi.お、当日、パス実費負懇で、[陸:iな紫勝地
平塚海岸章ど移動撮影会も開く; 湖南平周辺、海禽潮来、平塚海岸

田、ミスさ (6多数参加。 : ドライ7ウェイ、土沢丘



A
V

ど
な
り
近
甲
山
の
お
か
あ
さ
一
ん
ど
お
し
十
五
人
か
生
一
一
十
人
ぐ
ら
い
集
ま
っ
て
母
親
ク
ラ
ブ
を
守

中
つ
く
り
宗
せ
人
か
。
い
ま
市
内
に
は
一

0
0ク
フ
ブ
が
結
明
手
れ
、
こ
ど
も
の
し
品
わ
せ
と
ほ
令

〈
〉
組
の
向
党
を
た
か
め
る
た
め
、
科
助
吉
村
断
的
九
日
間
品
川
モ
民
閉
じ
て
い
る
。
川
山
中
山
げ
県
川
J
い

い

れ

心

〈
v
mす
る
ほ
組
ク
ラ
ブ
j
そ
の
八
宅
待
日
仏
片
山
吾
作
わ
せ
て
み
た
υ

。

気
心
知
れ
た
近
所
の
お
か
あ
さ
ん

陣
同

d

唱
富
遺
品

{
壁
掛
}
・
向
山
醤
館
は
市
民
の
み
分
鈴
の
も
の
が
分
類
願
托
配
揮
さ
れ
探
り
ら
れ
る
ぞ
。

な
さ
ん
の
書
斎
で
す
。
市
内
に
往
住
力
内
ン
タ
i
で
「
笠
録
」
手
続
き
を
議
し
鞠

γマ
3
月
初
日
〈
虫
)

夜
勤
、
在
学
の
み
な
さ
ん
、
い
ま
す
す
る
だ
け
で
、
家
庭
へ
も
自
由
に
借

3
向
か
ら
ス
テ
レ
オ
コ
ン
す
i
ト

寸
問
印
鑑
υ
ま
し
ょ
う
。
身
持
諮
問
寄
り
て
一
帰
る
ζ
と
が
で
き
ま
す
。
『
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
特
築
ぞ
の
1
』
マ

学
生
霊
、
保
険
証
な
ど
住
所
の
確
認
ま
た
、

V
コ
!
ド
の
個
人
用
ブ

l

3
一
月
初
百
(
臼
)
2時
か
ら
映
画

で
き
る
も
の
を
提
示
、
登
議
す
る
と
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
カ
ク
ツ
タ
i

会
『
帯
宋
太
臨
浸
』

V
4月
刊
日

利
川
券
が
も
ら
え
ま
す
。

ζ
の
利
回
で
選
ん
だ
レ
コ
ー
ド
壱
自
由
に
き
い
(
土
)
3時
よ
り

券
で
レ
コ
ー
ド
や

b

i

h

4

j

:

b

V

R

Z

ア
レ
オ
コ
ン

一
度
に
4
冊

ま

で

詰

四

時

ず

ん

重

喜

て

す

す

!

ト

『

シ

ュ

ト

京
の
貸
し
出
し
を
一

e

:

-

-

4

タ
ヲ
ス
コ

y
ナ
1

う
け
ら
れ
ま
す
。

4
捕

ま

で

立

灘

間

構

り

ら

れ

ま

す

よ

い

ず

れ

も

密

い

つ

で

も

利

問

で

書

館

3
階
ホ
ー
ル

き
、
貸
し
出
し
期
間
は

2
週

間

、

す

ぞ

く

だ

さ

い

。

〔

体

館

沼

}

・

マ

月

曜

休

館

ロ

ベ

て

無

輯

で

す

。

門

こ

ど

も

護

}

・

小

中

学

校

の

審

〈

3
月
時
也
、

3
月
例
品
目
、

3向
付
加

〔
樺
出
議
}
幡
市
民
の
書
斎
と
レ
休
み
中
の
一
一
月
一
…
土
ハ
白
か
ら
四
月
日
、

4
月

5回、
4
舟
ロ
臼
、

ι月

で
親
し
み
ゃ
す
い
ふ
ん
聞
出
家
を
も
っ
四
日
ま
で
ζ
ど
も
窪
は
午
一
前
九
時
か
刊
日
、

4
月
初
百
)

2
港
の
こ
の
部
隠
は
、
本
を
自
由
に
ら
午
慢
問
問
時
五
十
分
ま
で
開
館
す
る
マ
月
宋
休
拍
官
・
今
月
凱
E
1
4舟

手
に
と
っ
て
選
べ
る
品
凶
弾
式
に
な
っ
小
中
学
生
の
諸
君
、
春
休
み
K
は
初
日
マ
祝
日
休
館
日
・

3
月明以内口

て
い
て
、
殺
語
が
五
十
種
ほ
ど
そ
と
ど
も
室
芸
大
い
に
到
周
し
よ
う
。

4
月

l
u
(市
制
記
念
B
)
、
4
月

ろ
コ
て
い
ま
す
。
本
は
い
ろ
い
ろ
な
い
つ
で
も
、
回
締
ま
で
一
一
調
閣
に

mu
川口

30 

口
U品
開
範
顕
ー
が
広
が
っ
て
く
る
た
め
、
事

前
犯
し
っ
か
り
と
安
逸
ん
i
ル
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
ζ
と
が
必
饗
1

。
盟
会
議
姦
ぷ

安
辛
芯
翠
干
に
は
、
季
、
安
全
な

護
送
努
品
こ
と
。
京
子
通
蜜
の
少
な
い
見

と
お
し
の
よ
い
道
路
な
ど
学
校
や
幼
稚

閣
の
指
定
す
る
送
時
間
を
い
ま
か
ら
よ
く

知
っ
て
お
ζ
う。

。
轟
に
つ
く
中
間
地
教
務

小
ざ
な
こ
と
も
に
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
障
で
覚
え
さ
せ
る
の
が
い
ち
ば
ん

効
果
的
だ
。
殺
と
ζ
ど
も
が
両
度
で
も

い
っ
し
ょ
に
揖
い
て
、
実
擦
に
役
立
つ

奥
の
細
道
殺
人
事
件

懇
の
捕
鞠
帖

八
日
自
の
休
日

夏
の
光

マ
イ
ナ
ス
・
ぜ
ロ

だ
れ
か
さ
す
ん
の
馨
V

天
風
先
生
鐙
該

長
編
小
説



再生課は、先月に引き続いて 3種

混合の2回め、 3回めを実施してい

るが、 ζのほど、 46年度前期 C4月

-6月〉の予防接喜重力lレシ夕、ーを発

表した。

第 1

炎、

予妨接種には、必ず予防接種手帳

と家で記入してきた問主主票を忘れず

にもってきてほしし、。なお、転入し

てきた人は、前の住所で使っていた

母子手緩や持ってきてくださし、。

掛予防接惑を受けられない入

①インフルエンザの場合は、タマゴ

アレノレギ}のある人。

③種痘の筑合l去、にかかってい

る人。

③小児マヒ主ミヲクチンの場合は、下

痢ぞきしている人。

笹)(;:ましカ)" J3CG、程内官、 IJψEマヒ

の間隔凱主 1かrJと fる。

⑤予防長鵠ろ受けてから 2道関たっ

ていない人。

@その問、到のある入、心品、血む系

替問または肝臓に疾，r;g:.カ iあり、 E豆
E罰うことY ヨれ7ζ)¥，

ジフテリア・磁器風・百日ぜき

盟問象・ 1期生後3かn以上 9か

J-l までのもの、その他病 3歳まで

で未接種のもの (3組接持〉

2期 1 )~完了後 1 年から 1

持活したものc1医接種〉

臨時間 e 午後 1 時30元日~3 日寺まで。

輔巡鶴田躍 (2回め〉

3月 15日金目公民館土沢護協

ィク 16日 ~':EB/J\学校篇上見公民
9月

♂ 17日中原公民館出公民館

.9 18日神田公民館八楢公民 揺

-7 19 F-~ 須賀公畏館花水公民館

。 221ゴ 棋内回i地集王王子} !司凶之

宮公民館

ル 23汀 史的台武道場

盟 3臨 時

4月 5L! 全日公民館 二土沢竺i窃
グ 6 '2田小学校笛止見公民

全官

汐 7日中公民館旭公民館

.(/ 8け 神圧公民館八時公民館

ク 9" 須賀公民館花ごく公民間

ψ12Lヨ 横内問地接ナJヨ I[IR忠之

主主公民館

.;/' 13:] 史民合faヨむ3

盟開儲午前日日年30分から10時30分
母子そ1"1震を日了ャれずに 。

4F12fJ(金〉 八幡公民館

ク 3F1 C土〉 旭公民館

ク 6日(ゾく〉 誤差公民館

'" 7日以り 松原公民館

?' 10日 E土)日間之官公民食4

-'y 13日くゾく〉 花水公民館

?- 14日げく〉 須賀公民館

?' 15日仁木〉 主富士見公民館

夕刊日(金〉 中原公民館

5月 4日く火〉 金王日公民館

ク 6 F3く万二〉 神田公民館

ク 7日(金〉 横内問地霊壬丘乃

ク 8B (こf二〉 離島公民館

?' l1LJ (火〉 土露公民館

ク 12日げて〉 古沢公民館

.y 13rl仁木〉 豊田公民館

ク 25L1C火〉 悶崎公民館

タ 26臼(水〉 金目公民館

6月 4日〈金コ 松原公民館

ク 7 R CJ'D 八幡公民令官

タ 8臼く火〉 旭公民館

?' 9 aα() 誤善公F忠告

ク 1011(木〉 大野公民館

9' 11日(金〉 花水公民童話

タ 12日(ニヒコ 頭演公民館

.;， :256 

上映時間:あさ 8時30分

i 作 品

i 、ジャングjレ・ブック

タイガーマスク

前布引五百平
ぼくは五歳

フランケンシュタインと地底怪物

開対量 生後3か月力、ら18か月まで

の子で、 1'1-:1笥{こ 2 。

醸曹関 干慢 1Hl=30分から 3D!らまで

ただし、掛川jの門は下ィ長2かうか

ら 30寺までυ

盤巡朗自宅呈

4 J-j1 9!~j 金日《民館 記念牧島公民

魚i 法 L沢農協

-7 20日 昼泊公民 *r"DN%:L~m
館掛金ffI公民館

タ 21'1:-1 松 If，'託公民間中原公民館

。 2ZLl Jlil公民館笛土見公民議

23円 花ぷ公民館須罰公民自日

夕 26日 横内1.]足時、会 Ifl回以と
宮公民館

ク 27日 八 鰭 公 民f官仲IfJ公民館

タ 281:1 見台武呂場

ただし、器日1の金調は午後2時 か

ら 3時まで

臨1盟国箆麗 (1留めコ

5)弓68ω。金呂公民館 ※土

タ 7臼正金コ

ク 8B (土〉
9 10臼仁丹〉

ク日 C:J{)
-9 12r::l C刀て〉
?- 13n (木コ

ク 14日(金〉

ρ17日(J=l)

ク 19日仁水〉

タ 20日 〈二千ミコ

ク 24日〈月〉

-9 (')く〉

ク 26[1 (iづく〉

ク 27H 仁木:)
p 28[3 (金コ
ρ29日仁土〉

タ 31F-3亡J'D
臨 2額め

5FJ13U く木〉

y 14汗 C金〉
ρ 15L1 Cゴ二〕
タシ 1'/U (F-J) 

y 18[J (:)くコ
タ 19E1 (オて3
y 20日〈フkコ
ク 21[-l(金コ

タ 24臼〈月コ

ク 26B 仁刀て〉
タ 27臼 ζ方3
4シ 31臼仁月〉

6JJ1日〈穴〉

y 2Eうく泣く〉

タ 3IJ C本〉

ク 4f3 く金〉
タ 5臼 C，U
ク 7fJ Ui) 

震公民館

丸世'j，学校

中時モ寸法学校

豊 侶IJゾ学校 %;伊5
崎公民館

大野小学校

神凶小学校

接金田公民館

才ι;j(会館

時吉沢公足立3
;<<城高公民館

松原公民館

南公民食E

富士3-6/j-... ，学校

八幡公民館

須資公民館

J't，iJ台体育館

花水公民館

棋内団地集会場

金自公民館椴土

屋公民館

九刷、学校

中原小学校

豊田小学ヒ校 絞

崎公良館

大!lf:f小学校

神田小学校

接金田公民館

花木告箆

器吉沢公民軒l

按城島公民主主

松長託公廷館

間際公開結

富士見，IJ'¥学校

八幡公民館

須賀公民館

昆C!:t台体育館

花庁、公民時

検問団地集会場

挙式は 1箆つきや丹

を予定しております

午書官 9鴻から 午後 1時から

ら 3時三たで。

輯巡喜望日著書〈接種務〉

5月 B臼〈火コ

大野公民館

様主

'" 9日tホコ
ク初日仁木コ 旭公民館器金田

公琵鎮

1" 11日 C金コ

ク 14日〈呂〉

蝿公箆館

ρ15El (火〉 霞主見公民館

拡冊

ρ16B (7j() 神田公民連宮 ※統

島公民館

ク 17日付。 松際公民館

?- 18臼仁金〉 花水公匡設官

ク 19日仁士コ 円幡公民館

-9 21日仁丹〉 横内団地集会場

?-' 22臼〈火〉 須賀公~貧富

，;- 23日仁水コ 毘，~fJ台jE~量ii:5
調iili感箆程〈判定毘〉

6月15臼(ヅO 金呂公民宝宮 被土

?- 16f3 (水コ

クJ7[ゴ仁木〉

大野公民館

旭公民館掛金田

公民館

-'y 18日 C金〉 中原公民館

?' 21U (FJ) 笠間公民館 S志向

崎公民館

9' 22日亡クく〉
タ 231ヨ(スK)

路公民館

松原公民館

花1く公民鍔

f鴫を公民館

器掛

ク 24日〈木コ

タ 25日 E金〉

t-2Sf干 くこ主〉

?' 28日 C}'J)
t; 29臼仁火コ

ク 30日 〈オて〉

横内団地主吾会場

須賀公民館

見，~rj台武道場

踊 4fl6，ヨ〈全〉神日ヨ公民館仁前〉

l日四之宮公民館 E按コ南/¥f;公民館

覇 4J苦7S(全〉大野公民館〈前〉

豊田公民館〈按〉悶崎公民館

盟 4fl8箆〈会〉中'1Jl(公民館(!iiJ)

構内公民館亡後コ城島公民館

醒 4月吉岡〈前〉大併1公民館く後〉

東中原公民館伎の真ゴニ公民;I!ilC 
捜〉金田公宗法~

輯 4月 13日(全〉旭公民館 C前〉土

Il:i公民館〈撹コ北金目農協支所

盟4汚 14沼〈全〉金包公民館 ζ百D
土沢農協支所 E按)E宮沢公民組

購 4月15日〈全〉富士見公民館 OH
〉万国公民館く後)J也犬抑留所

※時筒. c全〉は1日品~15時〈鳶ÎJ)

は1ω寺~12&寺〈後) 12時~15時

(35人以下) (50人以下〉

河野寺(35人以下) 2跨 (35人以下〕

11賂 (35人以下) :3時(35人以下〉

12s寺(80人以下〉 ヰ賂(35人以下〉

10月挙式の方は4月 1日よ自彊引すげます。

日曜



凪

数訴人口

人口総数 165，627人
投帯-7 44，288世 帯

市域密密 67. 88km2 

月上七世帯四 140位帯

--人口i盟 主74人
市街地 74，287人 (20，630世帯リ

大野 38，740人 (9，9269)
投 a 3，348人( 824__) 
神旺] 14，451人(3，817 __ ) 

城描 2，664人( 606クコ
岡崎 2，836人( 681 d' ) 

金 問ゐ117人(1，095 l' ) 

服 12，382人(3，266クコ
ニ主 沢 4，495人( 952 ~シコ
金尽 8，307人 (2，491 1')

(46. 2イ現在〉

関
一
翠
晴
樹
生
症
を
聾
襲

M
U
S
E
t

県
立
棺
南
r
M
ほ
ヘ
議

バ
J

1

1

沢
市
鵠
沼
挿
間
五

六

一

O
)
で
は
、
且
資
制
の
午
十
位

八
百
千
九
十
人
宅
事
構
す
る
。
賀
市
は

巾
卒
者
か
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

昭
和
四
十
五
ヰ

茂
平
場
保
協
日
明
管

内
献
血
状
況
は
、

二
月
二
十
八
円
議

在
で
四
千
二
百
四

人
で
あ
る
。

一
一
日
中
に
百
七
十
六
人
の
献
血

者
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
3

C
ざ
い
ま
し
た
。

献
血
は
佐
迎
士
磁
日
に
、
平
塚

釈
北
口
で
実
施
し
て
い
る
。
時
間

は
午
前
日
砕
か
一
り
午
後
3
時
ま
で

翻集合・湖南平午前9i寺40分

(パス平塚釈発次郎、雨天のときは青少年会

銭前へ)

濁講締 a郷土史研究家高瀬慎吾氏

盤会費・無料(ただしパス代百円必要)

翻携行品・弁当、ピニー)1;、水筒

麗所要時間ー約5時間(解散IJ:IB花本橋で

15時ごろ)
麹コース・許日南平一万隠貝塚一長者屋敷

跡一虎女高綬横穴古壌一色藤

稲荷社一荘厳寺 !日花水機

犬
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止
十
一
一
年
(
一
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月
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